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の周産期のセレン栄養状態にっいて、第3章 および第4章 では繁殖機能におけるセ レンの
役割について、第5章 では土壌 ボ牧草 ・家畜間のセレン水準の相互関係について解明する
実験を行った。
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第2章 乳牛の分娩前後 におけるセ レン栄養状態の推定
はじめに乳牛が実際にどれくらいのセレンを摂取し、体内にどれくらいのセレンを蓄積
しているかを知る目的で、セレンの出納試験を行った。試験は妊娠末期(妊娠210日及び








泌乳 期で は、飼 料 摂取量 の増力pおよび餌 料 の平均セ レン含量 の増加(0.226ppm)によ り、
セ レンの摂 取量 は妊娠期 の4.7倍(4611μg/日)に達 し、蓄積量 も300μg/日 と妊娠
期 の2.2倍で あった(Table3)。また血 中セ レン濃 度 は適正範 囲にあ った。 これ らの 出納
試験成績 か ら妊 娠末期 にお けるセ レン供給不足 が示 唆 された。
凍 に妊娠期 のセ レン給 与水準 の違 いが母牛及 びその産子 に及 ぼす影 響 につ いて調べ た。
北海 道産 の低 セ レン濃度チ モ シー乾草 を主体 とした基礎飼料(平 均 セ レン含 量0.018
ppm)を用 い、 添加 区 にはセ レンと して0.3ppm増 とな るよ うに亜セ レン酸 ソー ダ を
添 加 した 。試験 は人工授 精 前か ら分娩 まで継 続 した(添 加 区n=5、 無添加 区n=5)。
母 牛 の分 娩時 の血 漿 中セ レン濃度 は飼 料 中セ レン濃度 を反映 し、セ レン添加 区の値 が有意
に高か った(Table4)。そ の差 はそ のまま出生子牛 の血 中セ レン濃度 の差 として現れ 、処
理区 間 に有意 な差 が見 られ た。 また、無添加 区の母 牛及び両 区の子牛 血漿 中セ レン濃度 は
欠乏 レベル にあったが、 いず れの場合 において も、 白筋症時 に増加 す る ことが報告 されて
いる血漿 中酵 素で あ るGOT、GPT、LDH、CPK活 性 に大 きな変化 はな く、白筋症
の兆 候 は見 られ なか った(Table5)。特 に子牛血漿 中 ビタ ミンE濃 度 は欠乏 レベル以下で
あ った にもかか わ らず(Table6)白筋症 の発生 は認 め られず 、 この こ とか ら本症 の発生
にはセ レン、 ビタ ミンE以 外 の因子が関与 している と推定 され た。また古 くか らセ レンの
胎 盤停 滞防 止効果 が知 られ て いるが、無添 加区にお いて も胎盤停滞 は発生 しなか った。 こ
れ は飼 料 中 にビタ ミンEが 充足 して いたため と推定 され る。現在 まで胎盤停 滞防止 におけ
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るセ レンの役割 は全 く不明であ る。しか し胎盤 中セ レン濃度 に有意 な差が あ る こと(Table
4)か ら、セ レンが胎盤 自体 にお いて作用 を持 ち、 ビタ ミンE欠 乏が併 発 した場合 そ の障
害 によ り胎 盤停 滞が起 こる可能性が考 え られる。 この ことついては第4章 で検 討 を行 う。
またセ レンはサイ ロキ シンデイオデナー ゼの必須成分 であ り、 ラッ トで はセ レン欠 乏 によ
りT3濃 度 の減少 が報 告 されて いるが 、本試験 ではT3の 減少 は確認 できなか った(Table
7)。さ らに最 近 セ レンの経 口投 与が初 乳 中 の免疫 グ ロブ リンG(IgG)濃 度 を増 加 さ
せる と報告 されて いるが、本試験 の初乳 中IgG濃 度 に差 は見 られ なか った(Table8)。









































































第5章 土壌 ・牧草 ・家畜間のセ レン水準の相互関係
砂質土壌、熱帯性泥炭土壌、ラテライ ト土壌という3種の異なる土壌が見られるタイ南







































































分 娩 後 の 日数(日)
図1.分 娩 前 後 におけ る血 漿 中 セレン濃 度 の 変 化



















































































































H:胎 児2頭 分 増 給L:胎 児1頭 分 増 給
a,b:P<0.05A,B:P<0.01






















































































































表7.妊 娠期 のセ レン給 与量 の違 いが 出生後 の子牛 血漿 中T3、T4、
イ ン シュ リン濃 度 に及 ぼす影 響
処理
Ohr






































表8,妊 娠期 のセ レン給与 量 の違 いが初乳 お よび母牛 血漿 中















































































































































































































































































































































































































































































































図8.ザ イモグラフィー によるセ レン添加 ・無 添 加細 胞 の





















































































































論 文 審 査 結 果 要 旨















また胎盤停滞 も発生 しなかった。更に血漿中甲状腺ホルモソ濃度,初 乳中IgG濃度にも差はみ られ
なかった。
3.培養黄体細胞 を用いた実験から,セ レンは黄体がプロジェス トロソ産出に伴って発生する過酸
化物 を解毒することにより,黄体機能を正常に維持 していることが推定された。
4.乳牛へのセ レソ給与は発情黄体及び妊娠黄体の機能を充進 し,血漿中プロジ ェス トロソ濃度を
高めることが示された。
5.培養胎盤細胞 を用いた実験から,分娩シグナルが胎盤剥離のためのMMP活 性化 に至る過程で
セ レンが機能 している可能性が示された。
6.三種(砂 質,熱 帯性泥炭,ラ テライ ト)の異なる土壌地域において土壌 ・牧草 ・家畜間のセ レ
ン水準の相互関係について調査 した ところ,放牧牛の血漿中セレン濃度が牧草及び土壌中のセ レン含
量:を反映することが示された。
これ らの結果は,終産期の飼養管理技術 としてセレソの積極的利用を提案できるものと考えられる。
妊娠期のセレンの補給を効果的に行 うことにより,セ レソの機能を利用 した生産性の向上が期待でき
る。更に,セ レソの受胎率向上の機構や妊娠維持における効果について解明 している。
本論文の成果は,妊娠末期のセレソ補給が繁殖成績の向上を介して牛の飼養管理技術及び生産性の
向上に貢献できる可能性が高い。よって審査員一同は本論文の著者が博士(農学)の 学位を授与され
るにふさわしいものと判定 した。
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